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帯
同

保
護

者
志

願
者

以
下

Ｒ
－

Ａ
－

Ｂ
－

※
O

ffi
ce U

se O
nly（

こ
の

欄
は

記
入

不
要

で
す

）

保
護

者
と

志
願

者
の

在
留

時
期

お
よ

び
在

留
期

間
に

相
違

が
あ

る
場

合
は

、
必

ず
そ

の
理

由
を

保
護

者
が

記
入

し
てく

だ
さ

い
。
理
由

　
例

（
出

発
時

）：
父

親
が

生
活

基
盤

を
整

え
て

か
ら

家
族

を
呼

び
寄

せ
た

た
め

。

　
例

（
帰

国
時

）：
父

親
は

６
月

１
日

付
け

で
異

動
に

な
っ

た
が

子
供

は
６

月
の

学
年

修
了

ま
で

滞
在

し
た

た
め

。

　
出

発
時

：

　
帰

国
時

：

【
記

入
上

の
注

意
】

１
） 人

事
部

等
で

、
会

社
・

機
関

名
が

入
っ

た
公

印
を

押
し

て
も

ら
っ

て
く

だ
さ

い
（

必
ず

日
本

国
内

か
ら

の
証

明
を

お
願

い
し

ま
す

）。
訂

正
し

た
場

合
は

、
公

印
に

よ
る

訂
正

印
が

必
要

で
す

。
 

会
社

・
機

関
名

が
入

っ
て

い
な

い
人

事
部

長
印

の
み

で
の

発
行

は
無

効
で

す
。

２
） 保

護
者

と
志

願
者

の
在

留
期

間
が

同
一

の
場

合
で

も
、

必
ず

両
方

の
欄

に
そ

れ
ぞ

れ
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

３
） 出

向
等

で
日

本
国

内
の

所
属

機
関

に
雇

用
さ

れ
て

い
る

場
合

は
、

必
ず

国
内

の
人

事
部

等
で

証
明

を
受

け
て

く
だ

さ
い

。
４

） 現
在

在
留

中
の

方
は

、
在

留
中

を
○

で
囲

ん
で

く
だ

さ
い

。

●
 こ

の
証

明
書

は
、

保
護

者
が

日
本

企
業

・
機

関
・

官
公

庁
に

所
属

す
る

場
合

に
使

用
す

る
も

の
で

す
。

●
 保

護
者

が
海

外
で

の
現

地
雇

用
・

自
営

業
・

会
社

代
表

者
・

留
学

な
ど

の
場

合
は

、
こ

の
用

紙
は

使
用

で
き

ま
せ

ん
。

募
集

要
項

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

裏
面
に
記
入
例
あ
り

〈
個
人
情
報
に
つ
い
て
：
こ
の
証
明
書
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
本
校
の
入
学
選
考
に
係
る
業
務
な
ら
び
に
入
学
後
の
在
籍
管
理
と
文
部
科
学
省
、
東
京
都
の
調
査
届
出
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。〉

会社・機関名
が入った公印

証
明

者
勤

務
先

所
在

地
：

※
日

本
国

内
の

住
所

に
限

る

証
明

者
勤

務
先

名
：

証
明

者
役

職
お

よ
び

氏
名

：

❺
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こ

の
欄

は
記

入
不

要
で
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）

保
護

者
と

志
願

者
の

在
留

時
期

お
よ

び
在

留
期

間
に

相
違

が
あ

る
場

合
は

、
必

ず
そ

の
理

由
を

保
護

者
が

記
入

し
てく

だ
さ

い
。
理
由

　
例

（
出

発
時

）：
父

親
が

生
活

基
盤

を
整

え
て

か
ら

家
族

を
呼

び
寄

せ
た

た
め

。

　
例

（
帰

国
時

）：
父

親
は

６
月

１
日

付
け

で
異

動
に

な
っ

た
が

子
供

は
６

月
の

学
年

修
了

ま
で

滞
在

し
た

た
め

。

　
出

発
時

：

　
帰

国
時

：

【
記

入
上

の
注

意
】

１
） 

人
事

部
等

で
、

会
社

・
機

関
名

が
入

っ
た

公
印

を
押

し
て

も
ら

っ
て

く
だ

さ
い

（
必

ず
日

本
国

内
か

ら
の

証
明

を
お

願
い

し
ま

す
）。

訂
正

し
た

場
合

は
、

公
印

に
よ

る
訂

正
印

が
必

要
で

す
。

 
会

社
・

機
関

名
が

入
っ

て
い

な
い

人
事

部
長

印
の

み
で

の
発

行
は

無
効

で
す

。
２

） 
保

護
者

と
志

願
者

の
在

留
期

間
が

同
一

の
場

合
で

も
、

必
ず

両
方

の
欄

に
そ

れ
ぞ

れ
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

３
） 

出
向

等
で

日
本

国
内

の
所

属
機

関
に

雇
用

さ
れ

て
い

る
場

合
は

、
必

ず
国

内
の

人
事

部
等

で
証

明
を

受
け

て
く

だ
さ

い
。

４
） 

現
在

在
留

中
の

方
は

、
在

留
中

を
○

で
囲

ん
で

く
だ

さ
い

。

●
 こ

の
証

明
書

は
、

保
護

者
が

日
本

企
業

・
機

関
・

官
公

庁
に

所
属

す
る

場
合

に
使

用
す

る
も

の
で

す
。

●
 保

護
者

が
海

外
で

の
現

地
雇

用
・

自
営

業
・

会
社

代
表

者
・

留
学

な
ど

の
場

合
は

、
こ

の
用

紙
は

使
用

で
き

ま
せ

ん
。

募
集

要
項

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

〈
個
人
情
報
に
つ
い
て
：
こ
の
証
明
書
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
本
校
の
入
学
選
考
に
係
る
業
務
な
ら
び
に
入
学
後
の
在
籍
管
理
と
文
部
科
学
省
、
東
京
都
の
調
査
届
出
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。〉

会社
・機

関名
が入

った
公印

証
明

者
勤

務
先

所
在

地
：

※
日

本
国

内
の

住
所

に
限

る

証
明

者
勤

務
先

名
：

証
明

者
役

職
お

よ
び

氏
名

：

生
活

基
盤

を
整

え
て

か
ら

母
子

を
呼

び
寄

せ
た

た
め

。

4
月

か
ら

日
本

の
中

学
校

に
入

学
さ

せ
る

た
め

、
母

子
の

み
先

に
帰

国
し

た
。

国
際

太
郎

国
際

花
子

東
京

都
中

央
区

東
町

1-
1-

1

株
式

会
社

　
日

本
新

聞

人
事

部
長
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金
井

 一
郎
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